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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月3日(2014.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　表示部を駆動する駆動トランジスタと、
　駆動トランジスタの特性を制御する特性制御部、
とを備えた画素回路。
【請求項２】
　特性制御部は、回路上における、表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に
基づいて駆動トランジスタの特性を制御する請求項１に記載の画素回路。
【請求項３】
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　特性制御部は、閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する請求項１ま
たは請求項２に記載の画素回路。
【請求項４】
　駆動トランジスタは、金属酸化膜型の電界効果トランジスタである請求項１ないし請求
項３のいずれか１項に記載の画素回路。
【請求項５】
　駆動トランジスタは、バックゲート型の薄膜トランジスタであり、
　特性制御部は、バックゲート電位を制御する端子である請求項１ないし請求項３のいず
れか１項に記載の画素回路。
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【請求項６】
　特性制御部は、表示部の一端と駆動トランジスタのバックゲートとが接続されて構成さ
れている請求項４または請求項５に記載の画素回路。
【請求項７】
　表示部が配列された画素部を備え、
　特性制御部は、表示部ごとに、駆動トランジスタの特性を制御する請求項１ないし請求
項６のいずれか１項に記載の画素回路。
【請求項８】
　画素部は、表示部が２次元マトリクス状に配列されている請求項７に記載の画素回路。
【請求項９】
　表示部及び駆動部とを具備した表示素子が２次元マトリクス状に配列された画素部を備
え、
　特性制御部は、走査処理により、表示素子ごとに、駆動トランジスタの特性を制御する
請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載の画素回路。
【請求項１０】
　表示部は自発光型である請求項１ないし請求項９のいずれか１項に記載の画素回路。
【請求項１１】
　表示部は有機エレクトロルミネッセンス発光部を有する請求項１０に記載の画素回路。
【請求項１２】
　表示部及び表示部を駆動する駆動トランジスタを具備した表示素子が配列された画素部
と、
　駆動トランジスタの特性を制御する特性制御部、
とを備えた表示装置。
【請求項１３】
　特性制御部は、表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に基づいて駆動トラ
ンジスタの特性を制御する請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　特性制御部は、閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する請求項１２
または請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　表示部及び表示部を駆動する駆動トランジスタを具備した表示素子が配列された画素部
と、
　画素部に供給される映像信号を生成する信号生成部と、
　駆動トランジスタの特性を制御する特性制御部、
とを備えた電子機器。
【請求項１６】
　特性制御部は、表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に基づいて駆動トラ
ンジスタの特性を制御する請求項１５に記載の電子機器。
【請求項１７】
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　特性制御部は、閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する請求項１５
または請求項１６に記載の電子機器。
【請求項１８】
　表示部を駆動する駆動トランジスタを備えた画素回路を駆動する方法であって、
　駆動トランジスタの特性を制御する画素回路の駆動方法。
【請求項１９】
　表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に基づいて駆動トランジスタの特性
を制御する請求項１８に記載の画素回路の駆動方法。
【請求項２０】
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　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する請求項１８または請求項１
９に記載の画素回路の駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　表示装置は、複数の画素回路（或いは単に画素とも称することもある）を備えている。
各画素回路は、表示部と表示部を駆動する駆動回路とを具備する表示素子（電気光学素子
）を有する。表示部としては、例えば、有機エレクトロルミネッセンス発光部、無機エレ
クトロルミネッセンス発光部、ＬＥＤ発光部、半導体レーザー発光部等の自発光型の発光
部を具備した発光素子を用いることができる。尚、表示素子の発光部を駆動する方式とし
ては定電流駆動型を採用するが、原理的には、定電流駆動型に限らず定電圧駆動型でもよ
い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　尚、製品形態としては、図示のように、表示パネル部１００、駆動信号生成部２００、
及び映像信号処理部２２０の全てを備えたモジュール（複合部品）形態の表示装置１とし
て提供されることに限らず、例えば、表示パネル部１００のみで表示装置１として提供し
てもよい。又、表示装置１は、封止された構成のモジュール形状のものをも含む。例えば
、画素アレイ部１０２に透明なガラス等の対向部が貼り付けられて形成された表示モジュ
ールが該当する。透明な対向部には、カラーフィルタ、保護膜、遮光膜等が設けられても
よい。表示モジュールには、外部から画素アレイ部１０２への映像信号Ｖsigや各種の駆
動パルスを入出力するための回路部やＦＰＣ（フレキシブルプリントサーキット）等が設
けられていてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　端子部１０８の各端子は、配線１１０を介して、垂直駆動部１０３や水平駆動部１０６
に接続される。例えば、端子部１０８に供給された各パルスは、必要に応じて図示を割愛
したレベルシフタ部で電圧レベルを内部的に調整した後、バッファを介して垂直駆動部１
０３の各部や水平駆動部１０６に供給される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　画素アレイ部１０２は、図示を割愛するが（詳細は後述する）、表示素子としての有機
ＥＬ素子に対して画素トランジスタが設けられた画素回路１０が行列状に２次元配置され
、画素配列に対して行ごとに垂直走査線ＳＣＬが配線されるとともに、列ごとに映像信号



(4) JP 2013-3568 A5 2014.7.17

線ＤＴＬが配線された構成となっている。つまり、画素回路１０は、垂直走査線ＳＣＬを
介して垂直駆動部１０３と接続され、又、映像信号線ＤＴＬを介して水平駆動部１０６と
接続されている。具体的には、マトリクス状に配列された各画素回路１０に対しては、垂
直駆動部１０３によって駆動パルスで駆動されるＭ行分の垂直走査線ＳＣＬ_1～ＳＣＬ_M
が画素行ごとに配線される。垂直駆動部１０３は、論理ゲートの組合せ（ラッチやシフト
レジスタ等も含む）によって構成され、画素アレイ部１０２の各画素回路１０を行単位で
選択する、即ち、駆動信号生成部２００から供給される垂直駆動系のパルス信号に基づき
、垂直走査線ＳＣＬを介して各画素回路１０を順次選択する。水平駆動部１０６は、論理
ゲートの組合せ（ラッチやシフトレジスタ等も含む）によって構成され、画素アレイ部１
０２の各画素回路１０を列単位で選択する、即ち、駆動信号生成部２００から供給される
水平駆動系のパルス信号に基づき、選択された画素回路１０に対し映像信号線ＤＴＬを介
して映像信号ＶＳの内の所定電位（例えば映像信号Ｖsigレベル）をサンプリングして保
持容量Ｃcsに書き込ませる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　具体的には、駆動トランジスタＴＲDは、ゲート電極３１、ゲート絶縁層３２、半導体
層３３、半導体層３３に設けられたソース／ドレイン領域３５、及び、ソース／ドレイン
領域３５の間の半導体層３３の部分が該当するチャネル形成領域３４から構成されている
。保持容量Ｃcsは、他方の電極３６、ゲート絶縁層３２の延在部から構成された誘電体層
、及び、一方の電極３７（第２ノードＮＤ2に相当する）から成る。ゲート電極３１、ゲ
ート絶縁層３２の一部、及び、保持容量Ｃcsを構成する他方の電極３６は、支持体２０上
に形成されている。駆動トランジスタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域３５は配線３
８に接続され、他方のソース／ドレイン領域３５は一方の電極３７に接続されている。駆
動トランジスタＴＲD及び保持容量Ｃcs等は、層間絶縁層４０で覆われており、層間絶縁
層４０上に、アノード電極５１、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、及び、カソード電極
５３から成る発光部ＥＬＰが設けられている。図３においては、正孔輸送層、発光層、及
び、電子輸送層を１層５２で表した。発光部ＥＬＰが設けられていない層間絶縁層４０の
部分の上には、第２層間絶縁層５４が設けられ、第２層間絶縁層５４及びカソード電極５
３上には透明な基板２１が配置されており、発光層にて発光した光は、基板２１を通過し
て、外部に出射される。一方の電極３７とアノード電極５１とは、層間絶縁層４０に設け
られたコンタクトホールによって接続されている。カソード電極５３は、第２層間絶縁層
５４、層間絶縁層４０に設けられたコンタクトホール５６、コンタクトホール５５を介し
て、ゲート絶縁層３２の延在部上に設けられた配線３９に接続されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　＜駆動方法：基本＞
　発光部の駆動方法に関して、以下に説明する。理解を容易にするべく、画素回路１０を
構成する各トランジスタは、ｎチャネル型のトランジスタから構成されているとして説明
する。又、発光部ＥＬＰは、アノード端が第２ノードＮＤ2に接続され、カソード端はカ
ソード配線cath（その電位をカソード電位Ｖcathとする）に接続されるものとする。更に
は、ドレイン電流Ｉdsの値の大小によって、発光部ＥＬＰにおける発光状態（輝度）が制
御される。発光素子の発光状態においては、駆動トランジスタＴＲDの２つの主電極端（
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ソース／ドレイン領域）は、一方（発光部ＥＬＰのアノード側）がソース端（ソース領域
）として働き、他方がドレイン端（ドレイン領域）として働く。表示装置は、カラー表示
対応のものであり、Ｎ×Ｍ個の２次元マトリクス状に配列された画素回路１０から構成さ
れ、カラー表示の一単位を成す１つの画素回路は、３つの副画素回路（赤色を発光する赤
色発光画素回路１０_R、緑色を発光する緑色発光画素回路１０_G、青色を発光する青色発
光画素回路１０_B）から構成されているとする。各画素回路１０を構成する発光素子は、
線順次駆動されるとし、表示フレームレートをＦＲ（回／秒）とする。即ち、第ｍ行目（
但し、ｍ＝１、２、３、…、Ｍ）に配列されたＮ個の画素回路１０、より具体的には、Ｎ
個の画素回路１０のそれぞれを構成する発光素子が同時に駆動される。換言すれば、１つ
の行を構成する各発光素子にあっては、その発光／非発光のタイミングは、それらが属す
る行単位で制御される。尚、１つの行を構成する各画素回路１０について映像信号を書き
込む処理は、全ての画素回路１０について同時に映像信号を書き込む処理（同時書込み処
理とも称する）でもよいし、画素回路１０毎に順次映像信号を書き込む処理（順次書込み
処理とも称する）でもよい。何れの書込み処理とするかは、駆動回路の構成に応じて適宜
選択すればよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　因みに、駆動トランジスタＴＲDは、発光素子の発光状態においては、以下の式（１）
に従ってドレイン電流Ｉdsを流すように駆動される。ドレイン電流Ｉdsが発光部ＥＬＰを
流れることで発光部ＥＬＰが発光する。更には、ドレイン電流Ｉdsの値の大小によって、
発光部ＥＬＰにおける発光状態（輝度）が制御される。発光素子の発光状態においては、
駆動トランジスタＴＲDの２つの主電極端（ソース／ドレイン領域）は、一方（発光部Ｅ
ＬＰのアノード端側）がソース端（ソース領域）として働き、他方がドレイン端（ドレイ
ン領域）として働く。説明の便宜のため、以下の説明において、駆動トランジスタＴＲD

の一方の主電極端を単にソース端と称し、他方の主電極端を単にドレイン端と呼ぶ場合が
ある。尚、実効的な移動度μ、チャネル長Ｌ、チャネル幅Ｗ、制御入力端の電位（ゲート
電位Ｖg）とソース端の電位（ソース電位Ｖs）との電位差（ゲート・ソース間電圧）Ｖgs

、閾値電圧Ｖth、等価容量Ｃox（（ゲート絶縁層の比誘電率）×（真空の誘電率）／（ゲ
ート絶縁層の厚さ））、係数ｋ≡（１／２）・（Ｗ／Ｌ）・Ｃoxとする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　〔前処理工程〕
　第１ノードＮＤ1と第２ノードＮＤ2との間の電位差が、駆動トランジスタＴＲDの閾値
電圧Ｖthを越え、且つ、第２ノードＮＤ2と発光部ＥＬＰに備えられたカソード電極との
間の電位差が、発光部ＥＬＰの閾値電圧ＶthELを越えないように、第１ノードＮＤ1に第
１ノード初期化電圧（Ｖofs）を印加し、第２ノードＮＤ2に第２ノード初期化電圧（Ｖin

i）を印加する。例えば、発光部ＥＬＰにおける輝度を制御するための映像信号Ｖsigを０
～１０ボルト、電源電圧Ｖccを２０ボルト、駆動トランジスタＴＲDの閾値電圧Ｖthを３
ボルト、カソード電位Ｖcathを０ボルト、発光部ＥＬＰの閾値電圧ＶthELを３ボルトとす
る。この場合、駆動トランジスタＴＲDの制御入力端の電位（ゲート電位Ｖg、つまり第１
ノードＮＤ1の電位）を初期化するための電位Ｖofsは０ボルト、駆動トランジスタＴＲD

のソース端の電位（ソース電位Ｖsつまり第２ノードＮＤ2の電位）を初期化するための電
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位Ｖiniは－１０ボルトとする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　〔映像信号書込み処理工程〕
　書込走査線ＷＳＬからの書込駆動パルスWSによりオン状態とされた書込トランジスタＴ
ＲWを介して、映像信号線ＤＴＬから映像信号Ｖsigを第１ノードＮＤ1に印加し、第１ノ
ードＮＤ1の電位をＶsigへと上昇させる。この第１ノードＮＤ1の電位変化分（Ｖin＝Ｖs

ig－Ｖofs）に基づく電荷が、保持容量Ｃcs、発光部ＥＬＰの寄生容量Ｃel、駆動トラン
ジスタＴＲDの寄生容量（例えばゲート・ソース間容量Ｃgs等）に振り分けられる。静電
容量Ｃelが、静電容量Ｃcs及びゲート・ソース間容量Ｃgsの静電容量Ｃgsと比較して十分
に大きな値であれば、電位変化分（Ｖsig－Ｖofs）に基づく第２ノードＮＤ2の電位の変
化は小さい。一般に、発光部ＥＬＰの寄生容量Ｃelの静電容量Ｃelは、保持容量Ｃcsの静
電容量Ｃcs及びゲート・ソース間容量Ｃgsの静電容量Ｃgsよりも大きい。この点を勘案し
て、特段の必要がある場合を除き、第１ノードＮＤ1の電位変化により生ずる第２ノード
ＮＤ2の電位変化は考慮しない。この場合、ゲート・ソース間電圧Ｖgsは、式（３）で表
すことができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　〔駆動回路の構成による相違点〕
　ここで、それぞれ典型的な、５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、３Ｔｒ／１Ｃ型、２Ｔ
ｒ／１Ｃ型での相違点は以下の通りである。５Ｔｒ／１Ｃ型では、駆動トランジスタＴＲ

Dの電源側の主電極端と電源回路（電源部）との間に接続された第１トランジスタＴＲ1（
発光制御トランジスタ）と、第２ノード初期化電圧を印加する第２トランジスタＴＲ2と
、第１ノード初期化電圧を印加する第３トランジスタＴＲ3とを設ける。第１トランジス
タＴＲ1、第２トランジスタＴＲ2、第３トランジスタＴＲ3は何れもスイッチングトラン
ジスタである。第１トランジスタＴＲ1は、発光期間にオン状態としておき、オフ状態に
して非発光期間に入り、その後の閾値補正期間に一度オン状態にし、更に移動度補正期間
以降（次の発光期間も）オン状態とする。第２トランジスタＴＲ2は、第２ノードの初期
化期間にのみオン状態としそれ以外はオフ状態とする。第３トランジスタＴＲ3は、第１
ノードの初期化期間から閾値補正期間に亘ってのみオン状態としそれ以外はオフ状態とす
る。書込トランジスタＴＲWは、映像信号書込み処理期間から移動度補正期間に亘ってオ
ン状態とされ、それ以外はオフ状態とされる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　４Ｔｒ／１Ｃ型では、５Ｔｒ／１Ｃ型から、第１ノード初期化電圧を印加する第３トラ
ンジスタＴＲ3が省略され、第１ノード初期化電圧は映像信号線ＤＴＬから映像信号Ｖsig

と時分割で供給される。第１ノードの初期化期間に第１ノード初期化電圧を映像信号線Ｄ
ＴＬから第１ノードに供給するべく、書込トランジスタＴＲWは第１ノードの初期化期間
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にもオン状態とされる。典型的には、書込トランジスタＴＲWは、第１ノードの初期化期
間から移動度補正期間に亘ってオン状態とされ、それ以外はオフ状態とされる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　３Ｔｒ／１Ｃ型では、５Ｔｒ／１Ｃ型から、第２トランジスタＴＲ2と第３トランジス
タＴＲ3が省略され、第１ノード初期化電圧及び第２ノード初期化電圧は映像信号線ＤＴ
Ｌから映像信号Ｖsigと時分割で供給される。映像信号線ＤＴＬの電位は、第２ノードの
初期化期間に第２ノードを第２ノード初期化電圧に設定し、その後の第１ノードの初期化
期間に第１ノードを第１ノード初期化電圧に設定するべく、第２ノード初期化電圧と対応
した電圧Ｖofs_Hを供給しその後に第１ノード初期化電圧Ｖofs_L（＝Ｖofs）にする。そ
して、これと対応して、書込トランジスタＴＲWは第１ノードの初期化期間及び第２ノー
ドの初期化期間にもオン状態とされる。典型的には、書込トランジスタＴＲWは、第２ノ
ードの初期化期間から移動度補正期間に亘ってオン状態とされ、それ以外はオフ状態とさ
れる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　２Ｔｒ／１Ｃ型では、５Ｔｒ／１Ｃ型から、第１トランジスタＴＲ1と第２トランジス
タＴＲ2と第３トランジスタＴＲ3が省略され、第１ノード初期化電圧は映像信号線ＤＴＬ
から映像信号Ｖsigと時分割で供給され、第２ノード初期化電圧は駆動トランジスタＴＲD

の電源側の主電極端を、第１電位Ｖcc_H（＝５Ｔｒ／１Ｃ型のＶcc）と第２電位Ｖcc_L（
＝５Ｔｒ／１Ｃ型のＶini）でパルス駆動することで与えられる。駆動トランジスタＴＲD

の電源側の主電極端は、発光期間に第１電位Ｖcc_Hにされ、第２電位Ｖcc_Lにされること
で非発光期間に入り、その後の閾値補正期間以降（次の発光期間も）に第１電位Ｖcc_Hに
される。第１ノードの初期化期間に第１ノード初期化電圧を映像信号線ＤＴＬから第１ノ
ードに供給するべく、書込トランジスタＴＲWは第１ノードの初期化期間にもオン状態と
される。典型的には、書込トランジスタＴＲWは、第１ノードの初期化期間から移動度補
正期間に亘ってオン状態とされ、それ以外はオフ状態とされる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　又、５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、及び、３Ｔｒ／１Ｃ型の動作においては、書込
み処理と移動度補正を別個に行なってもよいし、２Ｔｒ／１Ｃ型と同様に、書込み処理に
おいて移動度補正処理を併せて行なってもよい。具体的には、第１トランジスタＴＲ1（
発光制御トランジスタ）をオン状態とした状態で、書込トランジスタＴＲWを介して、デ
ータ線ＤＴＬから映像信号Ｖsigを第１ノードに印加すればよい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８４】
　尚、ここで示した画素回路１０の接続構成は、最も基本的な構成を示したもので、画素
回路１０は、少なくとも前述の各構成要素を含むものであればよく、これらの構成要素以
外（つまり他の構成要素）が含まれていてもよい。又、「接続」は、直接に接続されてい
る場合に限らず、他の構成要素を介在して接続されている場合でもよい。例えば、接続間
には、必要に応じて更に、スイッチング用のトランジスタや、ある機能を持った機能部等
を介在させる等の変更が加えられることがある。典型的には、表示期間（換言すれば発光
期間）を動的に制御するためにスイッチング用のトランジスタを、駆動トランジスタ１２
１の出力端と電気光学素子（有機ＥＬ素子１２７）と間に、もしくは駆動トランジスタ１
２１の電源供給端（ドレイン端が典型例）と電源供給用の配線である電源線ＰＷＬ（本例
では電源供給線１０５DSL）との間に配することがある。このような変形態様の画素回路
であっても、実施例１（或いはその他の実施例）で説明する構成や作用を実現し得るもの
である限り、それらの変形態様も、本開示に係る表示装置の一実施形態を実現する画素回
路１０である。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　又、制御部１０９は、好ましくはブートストラップ動作を、発光期間において電気光学
素子（有機ＥＬ素子１２７）の経時変動補正動作を実現するように制御する。このため、
制御部１０９は、保持容量１２０に保持された情報に基づく駆動電流Ｉdsが電気光学素子
（有機ＥＬ素子１２７）に流れている期間は継続的にサンプリングトランジスタ１２５を
非導通状態にしておくことで、制御入力端と出力端の電位差を一定に維持可能にして電気
光学素子の経時変動補正動作を実現するとよい。発光時における保持容量１２０のブート
ストラップ動作により有機ＥＬ素子１２７の電流－電圧特性が経時変動しても駆動トラン
ジスタ１２１の制御入力端と出力端の電位差をブートストラップした保持容量１２０によ
り一定に保つことで、常に一定の発光輝度を保つようにする。又、好ましくは、制御部１
０９は、基準電位（＝第１ノード初期化電圧Ｖofs）がサンプリングトランジスタ１２５
の入力端（ソース端が典型例）に供給されている時間帯でサンプリングトランジスタ１２
５を導通させることで駆動トランジスタ１２１の閾値電圧Ｖthに対応する電圧を保持容量
１２０に保持するための閾値補正動作を行なうように制御する。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　尚、２Ｔｒ／１Ｃ構成における閾値補正に当たっては、制御部１０９には、書込走査部
１０４での線順次走査に合わせて１行分の各画素回路１０に、駆動電流Ｉdsを電気光学素
子（有機ＥＬ素子１２７）に流すために使用される第１電位Ｖcc_Hと第１電位Ｖcc_Hとは
異なる第２電位Ｖcc_Lとを切り替えて出力する駆動走査部１０５を設け、駆動トランジス
タ１２１の電源供給端子に第１電位Ｖcc_Hに対応する電圧が供給され、かつサンプリング
トランジスタ１２５に基準電位（Ｖofs）が供給されている時間帯でサンプリングトラン
ジスタ１２５を導通させることで閾値補正動作を行なうように制御するのがよい。又、２
Ｔｒ／１Ｃ構成における閾値補正の準備動作に当たっては、駆動トランジスタ１２１の電
源供給端に第２電位Ｖcc_L（＝第２ノード初期化電圧Ｖini）に対応する電圧が供給され
、かつサンプリングトランジスタ１２５に基準電位（Ｖofs）が供給されている時間帯で
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サンプリングトランジスタ１２５を導通させて、駆動トランジスタ１２１の制御入力端（
つまり第１ノードＮＤ1）の電位を基準電位（Ｖofs）に、又出力端（つまり第２ノードＮ
Ｄ2）の電位を第２電位Ｖcc_Lに初期化するのがよい。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　駆動トランジスタ１２１の特性変動（例えば閾値電圧や移動度等のばらつきや変動）に
よる駆動電流Ｉdsに与える影響を抑制する方法としては、２Ｔｒ／１Ｃ構成の駆動回路を
そのまま駆動信号一定化回路（その１）として採用しつつ、各トランジスタ（駆動トラン
ジスタ１２１及びサンプリングトランジスタ１２５）の駆動タイミングを工夫することで
対処する。画素回路１０は、２Ｔｒ／１Ｃ構成であり、素子数や配線数が少ないため、高
精細化が可能であることに加えて、映像信号Ｖsigの劣化なくサンプリングできるため、
良好な画質を得ることができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　駆動トランジスタを始めとする各トランジスタとしてはＦＥＴ（電界効果トランジスタ
）を使用する。この場合、駆動トランジスタについては、ゲート端を制御入力端として取
り扱い、ソース端及びドレイン端の何れか一方（ここではソース端とする）を出力端とし
て取り扱い、他方（ここではドレイン端とする）を電源供給端として取り扱う。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　このような画素回路１０を採用する場合、駆動トランジスタ１２１の他に走査用に１つ
のスイッチングトランジスタ（サンプリングトランジスタ１２５）を使用する２Ｔｒ／１
Ｃ構成を採るとともに、各スイッチングトランジスタを制御する電源駆動パルスDSL及び
書込駆動パルスWSのオン／オフタイミングの設定により、有機ＥＬ素子１２７の経時劣化
や駆動トランジスタ１２１の特性変動（例えば閾値電圧や移動度等のばらつきや変動）に
よる駆動電流Ｉdsに与える影響を防ぐ。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　画素回路１０に対する駆動タイミングは、映像信号Ｖsigの信号振幅Ｖinの情報を保持
容量１２０に書き込む際に、順次走査の観点からは、１行分の映像信号を同時に各列の映
像信号線１０６HSに伝達する線順次駆動を行なう。特に、２Ｔｒ／１Ｃ構成の画素回路１
０における駆動タイミングでの閾値補正と移動度補正を行なう際の基本的な考え方におい
ては、先ず、映像信号Ｖsigを基準電位（Ｖofs）と信号電位（Ｖofs＋Ｖin）とを１Ｈ期
間内において時分割で有するものとする。具体的には、映像信号Ｖsigが非有効期間であ
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る基準電位（Ｖofs）にある期間を１水平期間の前半部とし、有効期間である信号電位（
Ｖsig＝Ｖofs＋Ｖin）にある期間を１水平期間の後半部とする。１水平期間を前半部と後
半部に分ける際は、典型的にはほぼ１／２期間ずつ分けるがこのことは必須でなく、前半
部よりも後半部の方をより長くしてもよいし、逆に、前半部よりも後半部の方をより短く
してもよい。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　ここで、駆動電流Ｉds対ゲート・ソース間電圧Ｖgsの関係は、先のトランジスタ特性を
表した式（１）に“Ｖsig＋Ｖth－ΔＶ”或いは“Ｖin＋Ｖth－ΔＶ”を代入することで
、式（５Ａ）或いは式（５Ｂ）（両式を纏めて式（５）と記す）のように表すことができ
る。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　又、駆動トランジスタ１２１のゲート端Ｇとソース端Ｓと間には保持容量１２０が接続
されており、その保持容量１２０による効果により、発光期間の最初でブートストラップ
動作が行なわれ、駆動トランジスタ１２１のゲート・ソース間電圧“Ｖgs＝Ｖin＋Ｖth－
ΔＶ”を一定に維持したまま、駆動トランジスタ１２１のゲート電位Ｖg及びソース電位
Ｖsが上昇する。駆動トランジスタ１２１のソース電位Ｖsが“－Ｖth＋ΔＶ＋Ｖel”とな
ることで、ゲート電位Ｖgは“Ｖin＋Ｖel”となる。このとき、駆動トランジスタ１２１
のゲート・ソース間電圧Ｖgsは一定であるので、駆動トランジスタ１２１は、一定電流（
駆動電流Ｉds）を有機ＥＬ素子１２７に流す。その結果、有機ＥＬ素子１２７のアノード
端Ａの電位（＝ノードＮＤ１２２の電位）は、有機ＥＬ素子１２７に飽和状態での駆動電
流Ｉdsという電流が流れ得る電圧まで上昇する。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　以上のように、比較例及び実施例１の画素回路１０は、駆動タイミングを工夫すること
で、閾値補正回路や移動度補正回路が自動的に構成され、駆動トランジスタ１２１の特性
ばらつき（本例では閾値電圧Ｖth及び移動度μのばらつき）による駆動電流Ｉdsに与える
影響を防ぐために、閾値電圧Ｖth及び移動度μによる影響を補正して駆動電流を一定に維
持する駆動信号一定化回路として機能するようになっている。ブートストラップ動作だけ
でなく、閾値補正動作と移動度補正動作とを実行しているため、ブートストラップ動作で
維持されるゲート・ソース間電圧Ｖgsは、閾値電圧Ｖthに相当する電圧と移動度補正用の
電位補正値ΔＶとによって調整されているため、有機ＥＬ素子１２７の発光輝度は駆動ト
ランジスタ１２１の閾値電圧Ｖthや移動度μのばらつきの影響を受けることがないし、有
機ＥＬ素子１２７の経時劣化の影響も受けない。入力される映像信号Ｖsig（信号振幅Ｖi

n）に対応する安定した階調で表示でき、高画質の画像を得ることができる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　したがって、ブートストラップゲインＧbstは、寄生容量Ｃ１２１gdの静電容量Ｃgdや
寄生容量Ｃ１２５gsの静電容量Ｃwsが保持容量１２０の静電容量Ｃcsに対して十分に小さ
ければ、換言すれば、駆動トランジスタ１２１のゲート端Ｇとソース端Ｓの間に付加され
る容量値（ここでは静電容量Ｃcs）が大きいほど限りなく“１”に近いことになり、有機
ＥＬ素子１２７の電流電圧特性の経時変動に対する駆動電流Ｉdsの補正能力が高い。つま
り、画素回路の簡素化を図りつつ、素子の特性ばらつきによる輝度変化を抑制する閾値補
正動作や移動度補正動作を実現する方式の開発に当たり、駆動トランジスタ１２１のゲー
ト端Ｇに接続される保持容量１２０以外の素子を最小限のサンプリングトランジスタ１２
５のみに留めた画素回路１０とすることで、駆動トランジスタ１２１のゲート端Ｇに寄生
する容量を限りなく小さくでき、このことはブートストラップ動作の補助となり、有機Ｅ
Ｌ素子１２７の電流電圧特性の経時変動に対する駆動電流Ｉdsの補正能力を向上させるこ
とができる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　これに対して、カソード電位ＶkがΔＶk変動（上昇）した状態では、発光時のゲート電
位Ｖg2は「Ｖsig＋ (Ｖs2－Ｖs0）×Ｇbst」であり、 発光時のソース電位Ｖs2は「Ｖs1

＋ΔＶk＝Ｖcath＋Ｖoled＋ΔＶk」であるので、発光時のゲート・ソース間電圧Ｖgs2は
、
　Ｖgs2＝Ｖg2－Ｖs2＝Ｖsig＋ (Ｖs2－Ｖs0）×Ｇbst－Ｖs2

　　　　　　　　＝Ｖsig＋ (Ｖs2－Ｖs0）×Ｇbst－Ｖs2

　　　　　　　　＝Ｖsig－Ｖs0×Ｇbst＋（Ｇbst－１）×Ｖs2

　　　　　　　　＝Ｖsig－Ｖs0×Ｇbst－（１－Ｇbst）×Ｖs2

　　　　　　　　＝Ｖsig－Ｖs0×Ｇbst－（１－Ｇbst）×（Ｖcath＋Ｖoled＋ΔＶk）
　　　　　　　　＝Ｖsig－Ｖs0×Ｇbst－（１－Ｇbst）×（Ｖcath＋Ｖoled）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－（１－Ｇbst）×ΔＶk

　　　　　　　　＝Ｖgs1－（１－Ｇbst）×ΔＶk

と表すことができる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　図１７及び図１８に示すように、実施例４のトランジスタ特性制御部６００Ｄは、実施
例１と同様に、トランジスタ特性制御部６００Ｖとトランジスタ特性制御部６００Ｈと保
持容量６０２とスイッチングトランジスタ６０４とを有している。実施例４では、実施例
１のトランジスタ特性制御部６００Ａをベースに、画素回路１０Ｄごとに、有機ＥＬ素子
１２７のカソード端Ｋの電位をトランジスタ特性制御部６００Ｈに通知する構成としてい
る。トランジスタ特性制御部６００Ｈは、各有機ＥＬ素子１２７のカソード端Ｋの電位を
参照（監視）してトランジスタ特性制御信号Ｖｂを設定することにより、より適正なトラ
ンジスタ特性制御信号Ｖｂを駆動トランジスタ１２１のトランジスタ特性制御端に供給す
ることができる。実施例２と同様に、カソード電位変動はドレイン電流Ｉds即ち映像信号
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Ｖsigに応じて異なるが、その分も反映させてトランジスタ特性制御端を画素回路１０Ｄ
ごとに制御することができる。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　例えば、図１９（Ａ）は、電子機器７００が、画像表示装置の一例である表示モジュー
ル７０４を利用したテレビジョン受像機７０２の場合の外観例を示す斜視図である。テレ
ビジョン受像機７０２は、台座７０６に支持されたフロントパネル７０３の正面に表示モ
ジュール７０４を配置した構造となっており、表示面にはフィルターガラス７０５が設け
られている。図１９（Ｂ）は、電子機器７００がデジタルカメラ７１２の場合の外観例を
示す図である。デジタルカメラ７１２は、表示モジュール７１４、コントロールスイッチ
７１６、シャッターボタン７１７、その他を含んでいる。図１９（Ｃ）は、電子機器７０
０がビデオカメラ７２２の場合の外観例を示す図である。ビデオカメラ７２２は、本体７
２３の前方に被写体を撮像する撮像レンズ７２５が設けられ、更に、表示モジュール７２
４や撮影のスタート／ストップスイッチ７２６等が配置されている。図１９（Ｄ）は、電
子機器７００がコンピュータ７３２の場合の外観例を示す図である。コンピュータ７３２
は、下側筐体７３３ａ、上側筐体７３３ｂ、表示モジュール７３４、Ｗｅｂカメラ７３５
、キーボード７３６等を含んでいる。図１９（Ｅ）は、電子機器７００が携帯電話機７４
２の場合の外観例を示す図である。携帯電話機７４２は、折り畳み式であり、上側筐体７
４３ａ、下側筐体７４３ｂ、表示モジュール７４４ａ、サブディスプレイ７４４ｂ、カメ
ラ７４５、連結部７４６（ヒンジ部）、ピクチャーライト７４７等を含んでいる。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　前記実施形態の記載を踏まえれば、特許請求の範囲に記載の請求項に係る技術は一例で
あり、例えば、以下の技術が抽出される。以下列記する。
［付記１］
　表示部と、
　表示部を駆動する駆動トランジスタと、
　駆動トランジスタの特性を制御する特性制御部、
とを備えた画素回路。
［付記２］
　特性制御部は、回路上における、表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に
基づいて駆動トランジスタの特性を制御する付記１に記載の画素回路。
［付記３］
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　特性制御部は、閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する付記１又は
付記２に記載の画素回路。
［付記４］
　駆動トランジスタは、金属酸化膜型の電界効果トランジスタである付記１乃至付記３の
何れか１項に記載の画素回路。
［付記５］
　駆動トランジスタは、バックゲート型の薄膜トランジスタであり、
　特性制御部は、バックゲート電位を制御する端子である付記１乃至付記３の何れか１項
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に記載の画素回路。
［付記６］
　特性制御部は、表示部の一端と駆動トランジスタのバックゲートとが接続されて構成さ
れている付記４又は付記５に記載の画素回路。
［付記７］
　表示部が配列された画素部を備え、
　特性制御部は、表示部ごとに、駆動トランジスタの特性を制御する付記１乃至付記６の
何れか１項に記載の画素回路。
［付記８］
　画素部は、表示部が２次元マトリクス状に配列されている付記７に記載の画素回路。
［付記９］
　表示部及び駆動部とを具備した表示素子が２次元マトリクス状に配列された画素部を備
え、
　特性制御部は、走査処理により、表示部ごとに、駆動トランジスタの特性を制御する付
記１乃至付記６の何れか１項に記載の画素回路。
［付記１０］
　表示部は自発光型である付記１乃至付記９の何れか１項に記載の画素回路。
［付記１１］
　表示部は有機エレクトロルミネッセンス発光部を有する付記１０に記載の画素回路。
［付記１２］
　表示部及び表示部を駆動する駆動トランジスタを具備した表示素子が配列された画素部
と、
　駆動トランジスタの特性を制御する特性制御部、
とを備えた表示装置。
［付記１３］
　特性制御部は、表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に基づいて駆動トラ
ンジスタの特性を制御する付記１２に記載の表示装置。
［付記１４］
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　特性制御部は、閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する付記１２又
は付記１３に記載の表示装置。
［付記１５］
　表示部及び表示部を駆動する駆動トランジスタを具備した表示素子が配列された画素部
と、
　画素部に供給される映像信号を生成する信号生成部と、
　駆動トランジスタの特性を制御する特性制御部、
とを備えた電子機器。
［付記１６］
　特性制御部は、表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に基づいて駆動トラ
ンジスタの特性を制御する付記１５に記載の電子機器。
［付記１７］
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　特性制御部は、閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する付記１５又
は付記１６に記載の電子機器。
［付記１８］
　表示部を駆動する駆動トランジスタを備えた画素回路を駆動する方法であって、
　駆動トランジスタの特性を制御する画素回路の駆動方法。
［付記１９］
　表示部の駆動トランジスタとは反対側の一端の電位に基づいて駆動トランジスタの特性
を制御する付記１８に記載の画素回路の駆動方法。
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［付記２０］
　駆動トランジスタは、閾値電圧を制御し得る特性制御端を有し、
　閾値電圧を制御するための制御信号を特性制御端に供給する付記１８又は付記１９に記
載の画素回路の駆動方法。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正３２】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】

【手続補正３３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１９】
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